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『
漢
語
口
語
詞
詞
典
（
以
下
本
書
）』
は
、
長
年
現
代
中
国
語
の
口
語
、

対
外
漢
語
教
育
（
外
国
人
に
対
す
る
中
国
語
教
育
）
を
研
究
し
て
き
た
著

者
が
、
中
国
語
非
母
語
話
者
に
向
け
て
、
中
国
語
の
口
語
、
つ
ま
り
、

話
し
言
葉
独
特
の
言
い
回
し
に
つ
い
て
、
や
さ
し
く
懇
切
に
解
説
し
て

く
れ
た
本
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
同
裏
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
中
国
語
の
教
育
に
従
事
す
る

者
、
そ
し
て
、
中
等
（
新
H

･

S

･

K
な
ら
ば
三
級
、
旧
H

･

S

･

K
な
ら
ば
六
級
）

以
上
の
中
国
語
非
母
語
話
者
の
学
習
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
書
か
れ
た
。

以
下
、
本
書
の
特
徴
や
見
出
し
語
の
選
定
な
ど
の
問
題
を
簡
単
に
み
て

い
こ
う
。

■
本
書
の
特
徴

　

総
二
八
五
ペ
ー
ジ
。
辞
書
で
は
な
か
な
か
取
り
扱
う
こ
と
の
な
い
、

口
語
独
特
の
言
い
回
し
一
七
九
を
見
出
し
語
と
し
て
収
録
し
、
そ
れ
ぞ

こ
れ
ら
の
語
の
用
法
を
本
当
に

知
っ
て
い
る
か
？　
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れ
に
対
し
て
、
細
か
く
意
味
を
分
け
、
そ
の
意
味
に
基
づ
い
て
、
作
例

や
現
代
文
学
作
品
か
ら
の
用
例
が
意
図
的
に
配
置
さ
れ
、
一
つ
一
つ
の

用
例
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
懇
切
な
説
明
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

裏
表
紙
に
は
本
書
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
説
明
は
簡
潔

で
分
か
り
や
す
く
、
例
文
は
豊
富
で
実
用
的
、
生
活
に
も
密
着
（
評
者

訳
）」
と
あ
る
。
確
か
に
、
見
出
し
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
に
対
し
て

あ
げ
る
例
文
は
豊
富
で
、
我
々
学
習
者
に
、
よ
り
多
く
の
例
文
か
ら
見

出
し
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
見
出
し
語
に
は
、“
提
示
”、“
附
说
”、“
比
较
”
と
い
う
欄

を
設
け
て
、
見
出
し
語
使
用
の
際
の
注
意
事
項
を
付
け
加
え
て
い
る
。

　
“
提
示
”
は
、
単
独
で
の
使
用
の
可
否
、
見
出
し
語
が
な
り
う
る
文

施
光
亨
編
著

漢
語
口
語
詞
詞
典
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成
分
、
例
文
の
よ
り
詳
し
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
説
明
、
そ
の
他
の
置
き
換

え
可
能
な
同
義
の
語
彙
、
見
出
し
語
の
反
対
の
意
味
に
な
る
語
、
否
定

形
式
、
見
出
し
語
が
伴
う
こ
と
が
可
能
な
修
飾
成
分
な
ど
の
文
法
的

ル
ー
ル
を
付
記
し
て
い
る
（
約
一
三
〇
か
所
）。

　
“
附
说
”
は
、
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
、
置
き
換
え
可
能
な
類
似

表
現
に
つ
い
て
の
補
足
的
紹
介
で
あ
る
（
約
二
〇
か
所
）。

　
“
比
较
”
は
、
い
く
つ
か
の
類
似
表
現
に
対
し
て
、
似
て
非
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
（
一
三
組
）。

　

そ
し
て
、
巻
末
付
録
の“
副
条
索
引
”は
、
見
出
し
語
の
類
似
表
現
と

し
て
と
り
あ
げ
た
フ
レ
ー
ズ
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て
い
る
。

■
口
語
詞
の
選
定
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
で
い
う
口
語
詞
と
は
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
評

者
の
思
い
つ
く
と
こ
ろ
で
は
、『
現
漢
』
の
︿
口
﹀（
口
語
で
用
い
ら
れ

る
単
語
に
つ
い
た
マ
ー
ク
）
が
あ
る
。

　

本
書
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
見
出
し
語
に
は
、“
问
题
”
や
“
人
家
”
等
、

単
語
レ
ベ
ル
の
も
の
も
あ
れ
ば
、“
往
心
里
去
”
や
“
等
着
瞧
”
の
よ

う
な
か
な
り
固
定
し
た
フ
レ
ー
ズ
、
中
に
は
“
说
哪
儿
去
了
”
や
“
什

么
呀
”
の
よ
う
な
『
現
漢
』
の
見
出
し
語
に
は
到
底
挙
が
ら
な
い
語
気

助
詞
ま
で
つ
い
た
も
の
、
さ
ら
に
“
这
话
是
怎
么
说
的
”
の
よ
う
な
長

い
決
ま
り
文
句
的
な
文
ま
で
あ
る
。

　

実
際
に
、
本
書
の
見
出
し
語
と
『
現
漢
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、『
現
漢
』
の
︿
口
﹀
が
つ
い
た
も
の
を
、
本
書
が
見
出
し
語
と
し

て
採
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、『
現
漢
』
で
は
ノ
ー
マ
ー

ク
の
も
の
が
、多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
現
漢
』
の
︿
口
﹀

の
語
彙
は
、
第
三
版
出
版
の
際
に
そ
の
多
く
が
一
般
語
語
彙
に
移
行
し

て
い
る
（
植
田
均
二
〇
〇
〇
「“
普
通
话
”
に
移
行
し
た
口
語
」
参
照
）。

　

ど
う
も
、『
現
漢
』
の
マ
ー
ク
と
は
切
り
離
し
て
本
書
を
見
る
ほ
う

が
無
難
の
よ
う
で
あ
る
。
評
者
が
考
え
る
に
、
こ
こ
で
著
者
の
言
う
口

語
詞
と
は
、
既
習
の
平
易
な
語
の
組
み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
た
口
語
的
表

現
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

著
者
は
冒
頭
で
、
自
身
の
体
験
か
ら
口
語
詞
の
難
し
さ
を
三
つ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
著
者
が
国
外
の
大
学
四
年
生
に
教
え
た
時
の
こ
と
。
学

生
た
ち
に
宿
題
を
出
す
た
び
に
、
彼
ら
は
“
好
吧
”
と
返
し
て
き
た
。

し
か
し
、“
好
吧
”
は
、
許
可
、
承
諾
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
の
「
わ
か
り

ま
し
た
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
適
切
で
は
な
い
。“
好
吧
”
を
使
う
場

面
を
間
違
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、“
好
吧
”
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
違
い
を
細
か
く
説
明
し
、
こ
の
場
面
で
は
“
好
”
で
良
い
こ

と
を
伝
え
た
。

　

二
つ
目
は
“
就
这
样
（
こ
の
よ
う
に
し
て/

じ
ゃ
あ
そ
う
し
よ
う
）”
に

つ
い
て
。“
就
”
も
“
这
样
”
も
一
年
生
で
習
う
語
で
あ
り
な
が
ら
、

文
の
中
に
、“
就
这
样
”
が
で
て
き
た
と
き
に
、
前
後
の
文
に
気
を
取
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ら
れ
て
、
教
師
は
そ
の
機
能
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
と
警

鐘
を
鳴
ら
す
。

　

そ
し
て
、
三
つ
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
興
味
深
い
。
著
者
の
学
生
（
中
国

語
非
母
語
話
者
）
で
、
後
に
中
国
語
教
師
と
な
っ
た
人
が
、
一
つ
一
つ
の

語
の
意
味
は
わ
か
る
の
に
“
看
你
说
的
（
本
書
一
〇
五
頁
参
照
）”
全
体

の
意
味
が
わ
か
ら
ず
恥
ず
か
し
く
て
聞
く
に
聞
け
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

外
国
人
学
習
者
は
、
こ
の
よ
う
な
口
語
的
表
現
の
意
味
を
知
ら
ず
、

ま
た
、
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
使
い
方
、
使
う
場
所
を
誤
る
。
著
者

は
、
外
国
人
に
教
え
た
経
験
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
強
く
感
じ
、

本
書
を
編
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

■
本
書
の
注
釈
か
ら
読
み
取
る
べ
き
情
報

　

以
下
で
は
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
本
書
の
魅
力
を
い
く
つ

か
紹
介
し
た
い
。

　

例
え
ば
、“
有
的
是
（
二
五
二
頁
）”
は
「
い
く
ら
で
も
あ
る
」
と
い

う
こ
と
だ
が
、
誰
し
も
が
学
習
一
年
目
で
学
ぶ
三
文
字
が
、
こ
う
配
列

さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
知
ら
な
い
人
は
少

な
く
な
い
。
本
書
は
ま
た
、
類
似
表
現
と
し
て
“
多
的
是
”
を
あ
げ
て

い
る
が
、“
有
的
是
”
は
多
く
あ
る
対
象
を
こ
の
前
後
ど
ち
ら
に
も
置

け
る
が
、“
多
的
是
”
に
は
制
限
が
あ
り
、
述
語
に
し
か
な
れ
ず
目
的

語
は
持
て
な
い
と
い
う
注
意
ま
で
喚
起
す
る
。

　

ま
た
、
会
話
で
よ
く
使
わ
れ
る
“
不
好
意
思
（
二
四
頁
）”
を
み
て
み

よ
う
。“
不
好
意
思
”
は
、“
对
不
起
”
よ
り
も
気
軽
に
使
え
る
「
申
し

訳
な
い
、
き
ま
り
悪
い
」
の
表
現
と
し
て
、
最
近
の
テ
キ
ス
ト
の
ス
ク

リ
プ
ト
に
も
で
て
く
る
。
本
書
が
通
常
の
辞
書
と
異
な
る
の
は
、“
不

好
意
思
”
が
単
独
で
言
え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、ま
た
文
の
中
の
述
語
、

状
況
語
、
補
語
に
も
な
れ
る
こ
と
、
動
詞
性
目
的
語
を
伴
う
こ
と
が
可

能
な
こ
と
、
肯
定
の
形
“
好
意
思
”
は
反
語
表
現
で
多
く
用
い
ら
れ
る

こ
と
、
副
詞
の
修
飾
が
で
き
る
こ
と
が
例
文
と
と
も
に
解
説
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
“
打
招
呼
（
五
〇
頁
）”
で
は
、
辞
書
よ
り
も
詳
し
く
、「
言
葉
、
あ
る

い
は
う
な
ず
き
や
手
招
き
等
の
動
作
で
あ
い
さ
つ
を
表
す
」
と
具
体
的

動
作
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
他
人
に
あ
る
事
項
を
伝
え
た
り
、
注

意
を
伝
え
る
と
い
う
派
生
用
法
を
持
つ
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
文
法

的
な
説
明
と
し
て
は
、
動
詞+

目
的
語
構
造
で
、
さ
ら
に
目
的
語
を

伴
え
な
い
こ
と
、
動
詞
“
打
”
の
後
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
成
分
（
ア

ス
ペ
ク
ト
助
詞
“
了
”“
过
”、
量
詞
“
个
”“
声
”
や
補
語
“
好
”）、
対
象
を

引
き
出
す
た
め
の
使
用
可
能
な
前
置
詞
（
こ
こ
で
は“
跟
”“
和
”“
给
”“
对
”

が
可
能
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
興
味
深
い
の
は
“
吃
饭
了
吗
？
（
ご
飯
食
べ
ま
し
た
か
。）”
を

見
出
し
語
と
し
て
挙
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
四
二
頁–

四
四
頁
と
三
ペ
ー

ジ
に
わ
た
っ
て
、詳
細
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。“
吃
饭
了
吗
？
”

が
あ
い
さ
つ
に
な
る
と
い
う
話
は
、
中
国
語
を
あ
る
程
度
学
ぶ
と
授
業
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の
中
や
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
知
る
。
た
だ
、
ど
う
使
う
か
は
、
実
の
と

こ
ろ
難
し
い
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、“
吃
饭
了
吗
？
”
は
我
々
が
思
う
ほ
ど
自
由
に
使

え
な
い
の
で
あ
る
。
以
前
の
社
会
で
は
、
活
動
範
囲
も
狭
く
、
日
常
会

う
の
は
近
所
の
人
や
親
類
ば
か
り
、
そ
ん
な
中
で
は
こ
の
言
葉
も
使
え

た
。
し
か
し
、
現
代
社
会
の
中
で
は
、
本
書
で
言
う
“
即
景
问
候
（
相

手
の
状
況
を
察
し
て
発
話
す
る
あ
い
さ
つ
表
現
）”
は
、
い
つ
も
会
う
、
互

い
を
よ
く
知
る
間
柄
の
中
で
の
み
用
い
る
こ
と
が
可
能
で
、
正
式
な
社

交
の
場
で
は
や
は
り
“
你
好
”
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
質
問
に
対
す
る

答
え
は
、
簡
単
な
肯
定
、
否
定
の
返
答
で
よ
く
、
ま
じ
め
に
答
え
た
ら

か
え
っ
て
相
手
が
意
外
に
感
じ
る
と
い
う
、
丁
寧
な
解
説
ま
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
授
業
で
週
一
回
会
う
よ
う
な
間
柄
で
は
、
こ
の
表
現
は
使
え

な
い
。
こ
れ
が
あ
い
さ
つ
に
な
る
と
い
う
話
を
「
中
国
文
化
を
知
る
小

話
」
で
使
っ
た
り
す
る
と
学
習
者
を
誤
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、“
研
究
研
究
（
二
六
六
頁
）”
は
、
重
ね
の
形
で
見
出
し
語
と

し
て
あ
げ
、
通
常
の
辞
書
に
も
あ
る
「
考
え
る
、
議
論
す
る
、
相
談
す

る
」
の
用
法
に
加
え
て
、
答
え
を
は
っ
き
り
言
え
な
い
、
や
ん
わ
り
断

る
と
き
の
口
語
表
現
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
用
法
は
公
の

場
で
の
常
套
文
句
と
し
て
多
く
用
い
、
個
人
的
な
場
合
に
は
使
わ
ず
、

“
想
一
想
”
で
よ
い
と
注
記
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
か
ら
は
、
通
常
の
辞
書
に
は
な
か
な
か
載
ら

な
い
文
法
的
な
ル
ー
ル
か
ら
、
使
わ
れ
る
場
所
や
使
う
相
手
等
の
注
意

や
言
外
の
意
味
ま
で
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

全
体
的
に
は
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
興
味
深
く
わ
か
り
や
す

い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
つ
注
文
す
る
な
ら
、
置
き
換
え

可
能
な
表
現
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
少
々
物
足
り
な
い
。
置
き
換
え
可
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能
と
言
わ
れ
て
も
、
言
葉
が
違
う
以
上
、
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
的
確
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
知
る
た
め
に
は
そ
こ
ま

で
の
解
説
が
ほ
し
い
。

■
学
習
的
視
点
か
ら

　

我
々
非
母
語
話
者
に
と
っ
て
、
中
国
語
学
習
は
、
ど
れ
だ
け
時
間
を

か
け
て
も
、
な
か
な
か
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
が
幾
重
に
も
あ
ら
わ
れ

る
。
こ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
一
つ
一
つ
覚
え
な
が
ら
、
復
習
を

繰
り
返
し
、
経
験
を
積
ん
で
、
語
感
を
養
っ
て
い
く
こ
と
で
、
解
決
し

て
い
く
し
か
な
い
。

　

本
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
見
出
し
語
は
、
一
見
簡
単
そ
う
な
も
の
だ

が
、
今
一
度
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
ば
か
り
で
、
ま
さ
に
学
習
の

盲
点
で
あ
る
。
中
等
レ
ベ
ル
以
上
の
学
習
者
が
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
上
の
レ
ベ
ル
の
学
習
者
で
あ
っ
て
も
、
は
っ

と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
ず
あ
り
、
自
身
が
ど
こ
ま
で
使
え
て
い
る

か
、
本
書
を
通
し
て
、
確
認
し
て
い
だ
き
た
い
。
ま
た
、
我
々
中
国
語

教
育
に
従
事
す
る
者
も
、
本
書
に
書
か
れ
た
情
報
を
さ
ら
に
か
み
砕
い

て
、
簡
単
な
と
こ
ろ
か
ら
学
習
者
に
紹
介
す
れ
ば
、
よ
り
適
切
な
発
話

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
広
め
ら
れ
、
著
者
の
案
ず
る
と
こ
ろ
も
少
し
ず
つ
解

決
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
。

（
な
か
に
し
・
ち
か　

愛
知
県
立
大
学
）

中
国
出
土
資
料
学
会
平
成
24
年
度
大
会
（
第
３
回
例
会
）

▼
日
時
：
3
月
16
日
（
土
）
受
付
開
始
12
時
30
分　

研
究
報
告
13
時
～
17

時　

会
員
総
会
17
時
～
18
時
▼
場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
西
校
舎
515
教
室（
東

京
都
港
区
三
田2-15-45･

）
▼
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
：
JR
山
手
線
／
JR
京

浜
東
北
線
・
田
町
駅
下
車
、
徒
歩
８
分　

都
営
地
下
鉄
浅
草
線
／
都
営
地

下
鉄
三
田
線
・
三
田
駅
下
車
、
徒
歩
７
分　

都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
・
赤

羽
橋
駅
下
車
、
徒
歩
８
分http://w

w
w
.keio.ac.jp/ja/access/m

ita.
htm
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▼
研
究
発
表
：
報
告
Ⅰ　

橋
本･

繁
（
早
稲
田
大
学
商
学
部
非
常
勤

講
師
）発
表
題
目
：
韓
国
出
土
木
簡
と
新
羅
碑
文　

報
告
Ⅱ　

范･

常
喜（
中

山
大
学
講
師
）
発
表
題
目
：
従
出
土
文
献
資
料
新
証
鄭
玄
注
古
文
数
則　

報
告
Ⅲ　

有
馬･

卓
也
（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
発
表
題

目
：『
淮
南
万
畢
術
』
の
意
義
―『
五
十
二
病
方
』『
医
心
方
』
と
の
か
か
わ

り
―

☆
参
加
費
（
資
料
代
）
五
〇
〇
円

☆
非
会
員
の
来
聴
を
歓
迎
し
ま
す
。

☆
大
会
終
了
の
後
、
懇
親
会
を
行
う
予
定
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
合
わ
せ
：（
例
会
委
員
長
）
〒400-0035

山
梨
県
甲
府
市
飯
田

5-11-1

山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部　

名
和
研
究
室T

el･055-224-
5276

（
直
通
）Fax･055-228-6819･E-m

ail

：naw
a@

yam
anashi-ken.

ac.jp


